
第 1 回経営改革専門部会のまとめ 【メリハリ】 

・メリハリをつけた財政運営。 

・最少経費で最大の効果を！ 

・行政がやるべき所に投入する。

【職員の適正配置】 

・コンパクトな区政運営は良い。(職員数) 

・保育士や災害時対応等、必要な人員を確保する必要

がある。 

・長期間雇用できない専門非常勤職員の任用制度を改

正する必要がある。（人材育成の視点） 

【強みを伸ばす】 

・成果を上げている施策もあるが、 

力を入れるべきものもある。 

・強みを伸ばすブランディング戦略。 

・まちの魅力づくりによる社会増。 

・インフラ整備や大学誘致は強み。 

・シティプロモーションは区の強みである。 

【近隣自治体との連携】 

・区境等、近隣自治体との連携を図る

必要がある。 

【ＰＤＣＡ】 

・ＰＤＣＡによる行政運営が必要。

【計画性と柔軟性】 

・学校統廃合と開発による人口増との

ミスマッチを解消する必要がある。

・統廃合計画を柔軟性があるものに見

直す必要がある。 

 

【予算制度の見直し】 

・部単位の包括予算制度の見直し。 

【経済的支援の充実】 

・困窮している様々な区民の生活を支える経済的支

援が必要。 

【収納率の向上】 

・歳入を増やす→収納率の向上。 

・納税意識の向上→心の教育が必要。 

【大学との協働】 

・大学での研究内容を把握し、区の課題解決に向けて協働する。 

・大学にもメリットがある内容だと良い。 

・大学との協働による事業展開→区と大学相互の知名度アップ。 

・子どものレベルアップなど、区内の大学を活用すべき。 

【大学の活用】 

・大学をもっと活用してよい。（コン

ソーシアム） 

・大学の保育学科の人材をボランティ

アとして活用する。 

・担税力のある人材の転入を促進すべ

き。 

【発信力の向上】 

・イメージアップと区内外への発信力向上。 

・区の広報紙はインパクトがあり区民にア

ピールしている。 

・若い世代に向けた発信媒体の工夫。 

・外からの視点も重要。 

【新たな視点や発想】 

・お金がかからないが、一目置かれるような施策を。 

・喫煙所を整備し、美化（ビューティフルウィンドウズ）や清掃員の

雇用増につなげる。 

・イベント（Bal 等）を通した産業振興や活性化。 

・親世代との同居、近居の推進。(子育て支援策) 

・区民が誇りを持てる区に！ 

・貧しくても区民が幸せを感じられる。 

ブランド化と 

発信力 

【様々な主体との協働】 

・区と自治会との協働。 

（パートナーシップ） 

・中高生との協働。 

【住民力】 

・地域、住民からの提案型、ボトムアップ。 

・転入者や若者等の視点を活かす必要がある。

【区民意見の反映】 

・区民意見を反映する制度

の活用が十分でない。 

【役割分担】 

・自助、共助、公助のバランス。

・民間と行政の役割分担。 

住民力を 

活かした 

新たな協働

・足立区は今後さらに発展する。 

(地下鉄、病院など) 

大学がある 

メリットを 

活かす 

・区に対する区民の評価が良くなっている。 

・安心安全なまち→若い世代の流入につながる。

・いかに優秀な人材を呼び込めるか。 

【現実的】 

・財政状況を踏まえたリアリティ

のある区政運営。 

・大口の支出のリストアップと 

その支弁法を固めておく。 

適切な 

行政運営 

現実的で 

メリハリのある 

財政運営 

【支出抑制】 

・収入増が難しい中、支出の削減と負

担の公平化が必要。 

・民生費の抑制→就労の促進。 

・ジェネリックの推進。（医療従業者

と患者の相互の意識改革） 

・健康寿命の延伸。 

・ボランティアの活用、寄付の促し、

行政規模縮小の検討など。 


